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は じ め に

(本部会における課題設定と研究の方向)

21世 紀 を迎 えた今 日、我が 国にお ける少子 高齢化は一層加速 し、総人 口の減少 とともに生

産年齢人 口の減少 によ り、経済成長や社会保障制度 の基盤 を不安定 にす る ことが懸念 されて い

る。また 、2050年 には高齢者人 口が総人 口の約36%に 達 し、3人 の うち1人 が高齢者 となる

とい う予測 も提示 されている。

このように社会が激 しく変化す る中、 これか らの 日本を支え 、将来を担 う役割 を託す のは現

在の子 どもた ちである。そのため私たち教員 には、生徒一 人一人の個性 を発掘 、伸長 させ る と

ともに将来の進路 を決定する ことのでき る能力を身に付けさせ る必要がある。そ してす べての

生徒 に対 して 「国家及び社会の有意な形成者 としての資質を養 う」責務がある。

しか し一方で 、 日常的 に生徒 と接 して いる私たち教員は、生徒 自身が 自らの将来へ の展望や

目的 に対す る不安か ら、意欲 を失いがち にな る姿 に心 を痛めて いる。例えば生徒 の中 には 「数

学の分数や英語のbe動 詞 がさっぱ り分か らないのに、 日本の将来 を支えた り、国際貢献 した

りで きるわけな いよ。Jな どとあきらめて しまう者 もいる。そ して 、そ うした姿 を見 るにつけ、

何 とか したい と悩んでいる教員は多いはずで ある。

なぜ生徒はあき らめて しまうのだろうか。その誘因 と して考 え られ るのは、単 に知識の多寡

を競 い合 うよ うな入試へ の準備や、有名大学 に進学す ることだけを期待す るような保護者や学

校 ・地域社会 の古 い考 え方 に対する疑問が あるのではな いだろうか。そ して、 相変わ らず一般

社会 に残る旧来 の学力観や価値観に対す る、生徒たちか らの痛烈な批判なので はな いだろ うか。

本研究で は、 この ような生徒の現状を改革 し、「生徒 自 らが在 り方 ・生き方 を考 え、 自己実

現を目指 しr生 きる力』を培 う」ためには、学校 にお いて どのような教育 を行 う必要が あるか

考 えた。

そ して学校における様 々な現状 と課題か ら検討 した結果、生徒 に 「生 きる力」 を培 うため に

は、まず学校 が組織 的に 「キ ャ リア教育」 を導入 し、生徒一人一 人の職業観 ・勤 労観 を育て る

ことを通 して、 自己実現 を図ることがで きるで あろうという仮 説を立てた。

すで に 「キャ リア教育」その ものの内容や方法 につ いては様 々な研究が行わ れ、特 に国立教

育政策研究所 による報告書 もまとめ られて いるところであるが、本研究では主 として 「キ ャ リ

ァ教育を各学校 に導入 して、組織 的に実施するための教育経営(学 校経営)上 の方 策及び想定

事例の研 究」 とい う視点で検討を行 った。

この研究が、都立高校生のよ り良いキ ャ リア発達 に活か され るとともに、今後 の都立高校 改

革の参考 になれ ば幸 いであ る、
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研究主題

1生 徒 自らが在 り方生き方を考え、 自己実現 を目指す学校経営1

副主題

1キ ャリア教育を通 して 「生きる力」 を培 う組織的な取組1

1主 題設 定の理 由

1生 徒の現状 とキ ャ リア教育の必要性

文部科学省答 申による 「キ ャリア教育の推進 に関す る総合的調査研究協力者会議報告書」

では 、キャ リア教育 を 「児童生徒一人一人のキャ リア発達 を支援 し、それぞれ にふ さわ しい

キ ャリアを形成 してい くため に必要な意欲 ・態度や能 力を育て る教育」 と位置付 けて いる。

今 日、生徒一人一人 にキ ャリア教育が必要な背景 と して 、求入 の減少、即戦 力志 向な ど、

生徒の就職 ・就業 を取 り巻 く社会環境の激変や 、身体的な早熟傾 向に比 して社会的 ・精神 的

自立が遅れ るな どの傾向 によ り、子 どもたち に必要な職業観 ・勤労観が十分身 に付 いて いな

いという現状が ある。 また、生徒の規範意識や コミュニ ケー ション能 力の欠如な ど、職業 人

としての資質 ・能力の低下な どの問題が挙 げられ る。そ して 、フ リー ターの増加 、失業 率 ・

離職率の上昇、ニー トの出現な どにみ られ るよ うに、社会 と接す る ことの困難 な若者 たちは

着実 に増えて いる。そ こで、学校にお いて組織 的にキャ リア教育 を行 うことによ り、 これ ら

の課題 を解決す るための 「生 きる力」を培 うことがで きると して副主題 を設定 した。

2都 立高校の現状 とキ ャ リア教育 を導入するための組織的な取組

生徒一人一人にキ ャリア教育を行 う必要があるにもかかわ らず 、 これ までの学校 にお ける

進路指導では、就職 ・進学 ともに受験 を重視 した、いわ ゆる出口指導 に偏 る傾 向が み られ 、

生徒一人一人のキ ャ リア発達 を支援 し、それぞれ にふ さわ しいキ ャ リアが形成 されて いる と

は言 い難 かった。そ こで、各学校 でキ ャ リア教育 を進め るにあた り、都立高校 の現状 と課題

を踏 まえ、学校がかかわる教育活動の各領域を体系的 ・組織的 に実施でき るよ う新 たな教育

活動を展 開した り、す でに行 われて いる教育活動 につ いて検証 した りす ることによ り、キ ャ

リア教育 を学校経営 の視点 で とらえ、その組織的な取組 につ いて展開のモデル を提示 した。

3キ ャ リア教育によ り生徒の 「生きる力」 を培い 自己実現 を 目指す学校 経営

これ らの背 景か ら 「生徒 自 らが在 り方 ・生き方 を考え、 自己実現 を図る」ため には、学校

にお けるキ ャリア教育 を通 して 、真に 「生きる力」 を培 うことが必要であ り、そのため には

キ ャ リア教育を組織的 に進め るために学校経営上の工夫 ・改善が必要である として主題 設定

を行 った。
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4「 東京都 教育 ビジ ョン」に示 され るキ ャ リア教育の必要性

東京都教育委員会が策定 した 「東京都教育 ビジョン」(平 成16年4月)で は、キ ャ リア教

育の必要性 に関連 して、以下の枠 内に抜粋 したよ うに提言 して いる。

3思 春期 の課題 と取 組の方向

思春期 は、基本的な知識 とそれを応用す る力をつ ける時期で あ り、また社会や 自分 の将

来へ の関心 を高める時期で 、興味や 関心 、将来 目標 を踏まえて学ぶ 内容 を選択 してい く時

期で ある。一方、思春期 は、子 どもたちの活動範 囲や交友関係が拡大 し、また反抗期 を向

か える時期でもあり、乳幼児期か ら家庭 ・学校 ・地域な どで は ぐくまれ てきた、生活習慣

や規範意識が揺 らぐ時期 で もある。

取組の方向9

(2)系 統 的なキ ャリア教育で 、将来の 目的意識や学ぶ意欲 を育て る

① 学校全体で取 り組む計画的なキャ リア教育 提言21

キ ャリア教育 とは、児童 ・生徒一 人一人の勤労観 ・職業 観 を育てる教育 の ことで あ

り、職 業に関す る知識や技能 を身 に付けさせ るとともに、自己 の個性 を理解 し、主体

的 に進路を選択する能力 ・態度 を育て る教育の ことであ る。

このよ うに勤労観や職業観 の育成は、児童 ・生徒一人一 人の在 り方生 き方 と密接 に

結びつ いてお り、単 に教科指導 だけではな く、道徳や特別 活動な ど学校 における教育

活動全体 を視野 に入れた取組が必要である。 また、進路選択 の能 力 ・態度の育成は、

成長 の各段階で 、様々な体験や 自ら選択 ・決定の場面に向き合 って考 える ことの繰 り

返 しによって徐 々に形成 され ものであ り、児童 ・生徒の 自立 を 目的 として、各成長段

階に応 じた指導が重要で ある。

このため例えば高校 にお いて生徒に1年 生の うちか ら進路情 報の提供、キ ャリアカ

ウ ンセ リングなどによ り、労働 の意義の理解や 自立意識の酒養 を図る取組 を進 めるな

ど、自らの夢 の具現化 に向けて 自覚的 に取 り組 ませ るキ ャ リア教育 を学校 全体 で組織

的 ・計画的 に取 り組む。

② ものづ くり教育の推進 とキ ャ リア教育充実のための遊学制度の創設 提言22

東京の産業の将来 のため にも、東京 に蓄積 された高 い工業技術 ・IT技 術 、伝統工

芸 、農林水産技術 な どを生か し、中学 ・高校生、さらに小学生 まで視野 に入 れて、生

産 の場 と学校 が連携 して 「ものづ くり教育」 を積極的 に推進す る。

また、子 どもたちが、自らの将来 の在 るべき姿 を描 き、キ ャ リアプラ ンを確立す る

ため に、例えば高校在学中に、国内外での就業 ・就学経験 、ボ ランテ ィア体験 な どを

積むための休学 、いわば 「遊学 制度」の創設な どによ り、キ ャ リア教育 を一層充実 さ

せ る。

③ 学校 と企業な どとの人事交流をは じめと した連携 ・協 力 提 言23

子 どもたちが 自分たちの未来 を考 える条件を整 えるため に、イ ンター ンシ ップやデ

ュアル システム、ジ ョブシャ ドウ等の取組 を充実 させる ことは もとよ りさらに学校 と

社会 とが連携 ・協力 して人材を育成す る仕組みを整える。
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例 えば、学校 と企業な どとの人事交流制度 を整 え、短期間、社会人 を市 民講師 と し

て任用す る。こうした取組 を通 じて 、児童 ・生徒が 身近 に社会 人 と接す る ことので き

る機会をつ くり、そ こで社会人か ら児童 ・生徒 に、生きた知識や情報 を伝えるほか今

学校で学 んで いる ことが将来 どのように役立つかな ど勤労の意義、社会 人 としての心

構 え、生き方な どを分か りやす く示 してい く。

④ 障害のある生徒の 自立支援 提言24

障害 のある生徒 について も社会の変化 に柔軟 に対応 す る ことが で きるよ う社会 参

加 と自立 に向けた教育の充実が求め られて いる。現在 、養護学校の職業学科 に対す る

ニーズが高 まって いるが 、今後 さらに時代のニー ズに応 じた新 たな職場 ・職域 の開拓

や多様 な現場実習が必要で ある。また 、就労に直接結びつ くよ うな職業教育 を効果的

に行 うため に、労働 ・福祉等の関係機関や民間企業 との密接 な連携 を進 めて い く必要

がある。

4青 年期の課題 と取組の方向

青年期は、選択 した進路 にお いて 、社会 人 として 自立する時期であ る。また、社会 にお

いて必要 とされ る高度な知識や 素養 を学ぶ時期 でもある。

取組の方向11

(1)若 者の 自立を促進 し、多様な生き方を包容する社会 を 目指 す

① フ リーター問題 への教育の視点か らの取組 提言28

フ リーターや若年失業者 の増大が深刻な問題 にな って いる。これ らの解決のため に

は、行政な どの就業 コンサルテ ィング機能 を高め ることや 職業訓練 の機 会 を充実 させ

ていくな ど労働政策の充実が必 要で ある。

しか し、本来 、若者 が、社会 人として 自立す る前提である健全な勤労観は、学童期

か ら徐々に培 って、遅 くとも高等学校卒業まで には身 につ けてお く必要が ある。これ

らの期間 を通 じて、経済産業活動への興味 ・関心 を喚起 し、現代社会が もつ活力や発

展性 に気づかせ るな ど、若者 に将来の ビジョンを与 え、就労意欲 を喚起す る教育 を進

める。

② 多様な生き方の 中で一人一人が 自己実現 を目指す社 会 提言29

現在、我が国では未だ に、有名高校か ら有 名大学 へ進学 し、一流企業 にホワイ トカ

ラー として就職する ことに価値 を置 く風潮がある。 しか し我が 国が 、経済 をは じめ 、

学術 ・文化 、スポーツなど広 い分野で国際化 の波 にさらされ てい る現在、単 に 「高学

歴」であるだけで は、通用 しない社会 になってきた。む しろ、今 や次第 に 「自立 した

個人の卓抜 した技能 ・技術 」「勤労の経験 「専門性』な ど、多様な能 力や才 能を評価

し、認 め合 う社会に」な りつつある。こう した社会にお いて こそ、若者 の もつ様々な

可能性が 引き出 され、結果 と して社会全体 の活 力が向上 して い く。

今後 は、優れた技能や技術を今以 上に尊び、社会的 に評価 し、若者 が多様な生き方

を選択す ることが できる社会 をよ り確 固な ものと し、一人一 人の 自己実 現が図れ る社

会を 目指 してい く必要が ある。
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5「 文部科学省答申及び報告書」に示されるキャリア教育の必要性

文部科学省が発表した 「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書」

(平成16年1月)で は、以下の枠内に抜粋 したように提言している。

今 日,少 子高齢社会の到来,産 業 ・経済の構造的変化や雇 用の多様化 ・流動化等 を背景

として,将 来への不透明さが増幅する とともに,就 職 ・進学 を問わず子 どもたちの進路 を

め ぐる環境 は大き く変化 している。 こう した中.子 どもた ちが 「生 きる力」 を身に付 け,

社会の激 しい変化に流 され ることな く,そ れぞれが直面す るであろ う様 々な課題 に柔軟 に

かった くま しく対応 し,社 会 人 ・職業人 として 自立 してい くことができ るよ うにす る教 育

の推進が強 く求め られ ている。

一方 ,こ れ までの学校教育の在 り方につ いては,学 校 にお ける取組が ともすれ ば 「生 き

る こと」や 「働 くこと」と疎 遠にな る傾向があったのではないか,あ るいは,子 どもたち

が社会人 ・職業人 として基礎的 ・基本的な資質 ・能力を身 に付 けるため の取組が十分展 開

されて こなかったのではな いか,さ らには,自 らの生き方 を探求 した り主体 的に進路 を選

択 決定 した りできるよ うにす るための取組が十全 に機能 して いな いので はな いか といっ

た懸念が,各 方面か ら繰 り返 し指摘 されて きた ところで ある。

人材育成が 日本の根幹 を支 えるものである ということを踏 まえ,教 育が何 をな さねばな

らないかを考える とき,改 めて 「キ ャリア教育」の視点か ら我 が国の教育の在 り方 を見直

す必要があろう。それ は,今,ま さに求め られている,子 どもたち の 「生きる力」をは ぐ

くむ教育を推進 してい くこ とに他な らない。本協力者会議のテーマで ある 「キ ャ リア教育

の推進」のね らいとす ると ころは,大 きくは この ような課題 を克服 して いくことにある。

「キャ リア教育」は,1970年 代初頭か らアメ リカにおいて,直 面す る激 しい社会の

変化や学校か ら職業への移行 にかか る様々な課題 に対応す るため推進 され,そ の後,我 が

国の 「進路指導」の充実 ・改善 に少なか らず影響 を与えてきた。しか し,「キ ャリア教育」

とは何か ということについては,教 育関係者 の間 において も,必 ず しも明確な共通理解が

な されていない状況がある ことも事実である。その背景には 「キ ャ リア」及び 「キ ャ リア

教育」という概念が,本 来,極 めて包括的な もので ある こと,ま た,現 在,既 に,こ れ ら

の用語が広 く流布 して いるにもかかわ らず,そ の意味付けや受 け止め方が 多様で ある こ

と.さ らに,学 校教育 にお いて は,従 来か ら 「進路指導」や 「職 業教育」な どが展 開され

て いることなどが考え られる。(中 略)

キ ャリアの形成 には一人一人の成長 ・発達や諸経験が総 合的 にかかわ って くる。 この

ため,「 キ ャ リア教育」が行われる場や機会 につ いて も,学 校教 育だけでな く家庭教育や

社会教育,各 職 場な どでの研修 等 を含 む幅広 いものである ことはもちろん,そ の時期 につ

いて も,小 ・中 ・高等学校,大 学等の学校段階にとどまらず,卒 業後の職業生活や社会生

活 を通 し,生 涯 にわたって展 開され る必要があることは言 うまで もな い。(中 略)

本協力者会議 の報告 は,学 校や 教育関係者等 における 「キ ャ リア教育」推進 の指針 とな

る提言 である。国,各 教育委 員会や学校等 において,関 係者が本報告 の趣 旨 を十分踏まえ,

「キ ャリア教育」に関す る取組の振興 ・充実 を図 ることを期 待 した い。
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ll研 究のね らい、研究の仮 説及 び研究の流れ

社会 の急激な変化 ・生徒の職業意識未発達 ・生徒の 「生 きる力」の不足

研究のねらい

キャリア教育を各学校に導入して、組織的に実施するための教育経営(学 校経営)上 の

方策及び想定事例を研究する

研究の仮説

学校教育に組織的 にキ ャリア教育 を導入すると 「生徒 自 らが在 り方 ・生 き方 を考 え、

自己実現 を目指 し 『生 きる力』 を培 う」 ことがで きるであ ろう

キャリア教育の必要性

都立高校における現状と課題

課題解決のための方策

都立中堅校(モ デル校〉の構想図 キ ャ リア教育推進委員会、学校経営の3つ の柱

キャリア教育の想定事例

教科 ・特別活動 ・総合的な学習の時間の授業へ位置付けた想定事例
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川 都立高校 における現状 と課題

研究 員の所属校等か らの聞き取 りによ ると、都立高校 にお ける様々な現状や 、各校 にキ ャ リ

ア教育を導 入す る場合の課題 は、以下の とお りで ある。

○課 題 例1

学校 によっては、保護 者 ・生徒か らの難関大学への進学に対す る期待が強 く、そ の期待 に

こた えるための取組みに重点が 置かれて いる場合が ある。その よ うな 中、教 員は教科指導 力

の 向上 のために努 力してお り、保護者 の一部 には、学校の指導 に対す る全面 的な安心感 もあ

る。さ らに、生徒の一部 には 自分 自身の将来の在 り方や生 き方 よ りも、いわゆ る難関大学 に

合格す ることを第一 目標 として、学校行 事等への興味 をもちに くい傾向 もある。

このような学校 では、まず教科指導が優先 される傾向が あ り、学校 全体 としてキ ャ リア教

育 の意義や必要性につ いて、共通理解を図る ことが課題で ある。

○ 課題 例2

学校 によっては、教員一 人一人が熱心 に教科指導や進学指導 、学校行事の運営 、部活動指

導等 に取組 む反面、そ の方向が ば らばらで学校全体が組織 として機能 し難 い場合 もある。そ

のよ うな中、保護者には、個 々の教員の 日常の指導 に対するある程度の満足感 もある。 さ ら

に、生徒の多くは学校 生活 を楽 しんでお り、卒業後の進路選択 に関 して も比較 的 自由な考 え

をもつ傾向がみ られる。

このよ うな学校では、課題解決 のため に新たな取組み を導入す る雰 囲気 に欠 ける こともあ

るため 、キ ャリア教育実施 への学校全体 と しての協 力体制 を構築す る ことが課題 である。

○課題 例3

学校 によって は、生活指導 の充実や 問題行動への対応等 に大 きな力を注 いでお り、教員が

教科指導よ り健全育成 を重視す る場合 もある。そのような中、保護者 の一部 には、学校 を基

本的な生活習慣 を習得する場 として 、教 員による厳 しい生活指導 に期待す る傾 向 もある。さ

らに、生徒の一 部には友 人関係 を大 切にす る反面、大 人社会への不信感か ら学 校や 教員 に対

してマイナスイメー ジを抱 く傾 向 もみ られ る。

このよ うな学校では、進級 ・卒業 を目標 とした教育活動 を重ん じる傾 向 もあ り、卒業後 の

進路 まで視野 に入れた、キャ リア教育の必要性につ いて共通理解 を図る ことが課題 である。

○ 課題 例4

学校 によって は、保護者 、生徒の要望 として卒業後の進路 目標 を就職 と して 、学校 には専

門的な知識 、技術の習得や各種資格の取得 を望 む傾向がある。その ような 中、多 くの学校が

地域社会 と密接 に連携 し、イ ンターンシップ等 の体験学習を充実 させて いる。そ のため、生

徒 は入学後の適切な指導 を通 して 自らの適性 を見出 し、新 たな発見か ら自己の将来 に対す る

展望 を描 くことも多 い。

このような学校では、単な る就職準備教育 という観点で指導 される ことも考 え られ るので 、

キャ リア教育の意義や必要性 を十分に生徒に理解 させる指導 を行 うことが課題で ある。
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lV課 題解決のための方策1

1キ ャ リア教育の組織的な実施 に向 けた理想 的な流れ と組織図

キ ャ リア教育 を各学校 に導入す るため には、キ ャ リア教育 に対す る教 員の意識改革 を進 め、

キ ャ リア教 育の必要性 につ いて共通理解 を図 り、組織 的な協力体制 を確立す る必要が ある。

そのためには、各学校 において新たな委員会 〔キャ リア教育推進 委員会(仮 称)〕 を設置す

るな どの方策 によ り、キャ リア教育への学校 と しての 目的意識を高める必 要が ある。 また校

内研修 に外部講師 を活用す るな ど、キャ リア教育 の専門的な知識や技術 を学 ぶ ことも大切で

ある。 さらに、学校経営 計画にもキ ャリア教育へ の取組み を明記す るな ど、校長 として の学

校経営 の理念や教育の基本方針の中で、キャ リア教育の位置付 けを明確 にす る ことが重要で

ある。

そ こで 、キ ャ リア教育の組織的な実施に向けた理想的な流れ と組織 図 〔キ ャ リア教育推進

委員会(仮 称)の 位置付 けを中心 と した組織 図〕(例)を 下図に示 した。

.i職員会議i

キャリア教育推進委員会(仮 称)
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2都 立中堅高校(モデル校)の構想図

都立中堅高校をモデル校 として、キャリア教育を推進 していくための学校全体の組織的な取組について、その構想図(例)を 下図に示 した.

【本校の教育目標】

人格の完成を目指し、自立した社会人としての資質を形成するため、以下の3つ のカを育成する。

知の力 課題解決に向かって主体的 に判断 し.行 動できる力の育成

心のカー 規雑と秩序を重んじ、他者を思いやることのできるカの育成

体の力 「知」や 「心」の力を発揮する墓礎 となる健康や体力の育成

[本校の教育 目標を達成するための基本方針】

基礎学力の定着を図り、能力、適性に応じた将来の進路を選択できる資質をは ぐくむ。

規範意識を高め、自らの役割 と責任を自覚 し、互助連帯の意識を養 う。

健康に関する理解を深め、心身の鍛練に努める態度を育成する。

[今年度の重点目標1

校務分掌 ・学科 ・学年 ・クラスを連携 させ、キャリア教育を円溺に進める。

[キャリア教育の目標1

勤労観 ・職業観を含めた、生きる力を身に付けさせる。

[キ ャリア教育 で培 う4

つの能力]

・情報活用能力

・将来設計能力

・意志決定能力

・人間関係形成能力

1ガイダンス とカウンセ リング1

キャリア教育における課題に対 して 、生徒が主体的に

選択 ・決定できるように指導 ・支援する。

1生徒の実態】

・学力は平均的で、生活指導面で大きな問題を抱えている生徒は少ない。
・学校生活 を楽 しんでいる生徒は多いが、将来の進路について明確な夢や希望 をもつ者が少ない。
・4年 制大学、短大、専門学校、就職まで将来の進路は多様、フリーターになる者 もいる。

・10・

[キャリア教育推進委員会(仮 称)]

学校全体の教育活動としてキャリア教育が円滑に行われるように各分掌や学年簿と連携し、情報を共有化させる。

1分掌の指導 目標】

(教務部)職 業 ・生き方を含めたカリキュラムを作成 し進行管理する。

(生活指導部)基 本的生活習慣の確立やコミュニケー ション能力の向上を目

指 した指導を通 して社会性を身に付けさせる。

(進路指導部)進 路指導の全体計画を作成し教員間の共通理解の下、組織的

な指導を実施するための進行管理を行う。

1各教科 ・科 目における教育内容 ・方法1

各教科 ・科 目と職業 ・在 り方生き方の指導 とを関連付け、相互の連携を図る。

在学期間を通した学習指導計画を作成 してから実施す る。

1特別活動における教育内容 ・方法]

生徒が自らの在 り方生き方を考え、進路選択に生かすような活動を行う。

特別活動の目的に従 い.特 別活動 と職業 ・在 り方生き方の脂導とを関係付け、

相互の連携を図り、在学期間を通じた学習指導計画を立てて実施する。

[総合的な学習の峙間における教育内容 ・方法}

就業体験等を通して、知識 と体験を結びつけた、進路を考察する学習活動を

行 う。在学期間を通 じた学習指導計画を作成 した上で計画的に実施する。

1学年の指導 目標]

(1学 年)

新 しい環境への適応や 自己の理解に努める。

職業的な能力 ・適性を把握 しなが ら、職業へ

の関心を持たせる。

(2学 年)

体験的な活動等を通 し、多様な勤労観 ・職業

観を理解 し、認識を深める。将来を設計し進

路計画を立てる。

(3学 年 ・4学 年)

進路希望の実現を目指 して課題を設定 し解決

に取り組む。

生涯 を通 して自己実現を図れる能力や態度

を育てる。

1クラスの教育目標】

自主的 ・実践的に教育活動 に取 り組み、集団

として調 人として主体的に課題を解決する。
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V課 題解決のための方策2

1キ ャ リア教育推進 委員会(仮 称)の 設置

構想図で示 したキ ャリア教育推進 委員会(仮 称)の 設置につ いて 、以下の よ うにそ の設置 理

由、組織、校 内にお ける指導体 制の想定例 を検 討 した。

(1)委 員会 の設 置理 由

学校全体 の教育活動 と してキ ャリア教育が行 われ るため には、各分掌や学年 間な どの 円

滑な連携が必要である。そ こで本委員会 はキ ャリア教育 の展 開につ いて情報発 信 し、組織

としての共通理解 を進め るとともに、各分掌や学年の取組み の趣 旨や具体 的な教育計画 に

っいて情報の共有化 を図る。また委員会で得た情報は、各委員がそれぞれ の分掌や学年会

議な どにお いて確実 にメ ンバー と共有す る ことが大切である。キ ャリア教 育 に対す る基本

的な理解が不十分なために校 内に生 じる様 々な懸念 も、本委員会のはた らき を通 してそ の

方針や活動内容が明 らかになれ ば解消 され 、連携がスムーズになる もの と考 え る。

(2)委 員会の組織

副校長 ・主幹 ・委員長 ・進路指導部1名 ・教務部1名 ・各学年1名 で構 成す る。委 員長

は他の校務分掌 には属 さず、キャ リア教育推進委員会の専任 とす る。

委員会 は毎週1回 定例会議を開催 し、具体的な企画 ・調整 にあた る。

(3)校 内にお ける指導体 制

各週の指導 内容 につ いての連絡 は、学年会(学 年のキ ャリア教育推進委員経 由)・ 職 員会

議 ・職員室 メールボ ックス ・職員室で の口頭連絡な どによって事 前に行 う。

総合的な学習 の時間 にお いては、各学年正副担任 とキ ャ リア教育推進委員会 の教 員が、

年間 を通 して毎時間担 当す る。

(4)学 校 のタイプによる特色化の方 向

「中堅校対策検 討委員会 報告書」(平 成14年5月 東京都教育委員会)に は、学校 のタ

イ プによる特色化 の方向が図示 されてお り、キャ リア教育推進委員会(仮 称)の 設置 に当

たって も、 この特色化の方向の中に位 置付 け、課題解 決のため の方策 とす る工夫 が必要で

ある。

なお、上記の報告書 には、中堅校 の特色化のための具体的な事例 として は、以下の枠 内

に抜粋 したように示 されて いる。

中堅校の特色化のための具体的な事例

学校の特色化を図るためには、以下のような事業に対して学校 として取組むことが必要で

ある。このような取組みを、教育課程の中で位置づけることを通 して、学校 としての組織的

な対応が可能となり、特色が継続性のあるものとなる。

☆ 特色ある教科活動 ☆ 高大連携 ☆ 学校間連携 ☆ インター ンシップ

☆ ボランティア活動 ☆ 地域との連携 ☆ 総合的な学習の時間の活用

☆ 各種の体験活動 ☆ 特色ある学校行事 ☆ 特色ある進路指導

☆ 特色ある部活動

一12一



2学 校 経営の3つ(教 員、保護者 ・地域社会、生徒)の 要素の把握

校長 によ る学校経営 が組織的に行われ るため には 、教員 、保護者 ・地域社会 、生徒の歯車

が しっか り噛み合 い、常に改革を継続す る必要が ある。そ して、それぞれ の意志 が十分 に反

映され ることが大切である。そ こで、 これ らの3つ の要素を学校経営の土台 として、以下の

よ うに図式化す ることによ り、それ らの要 素の把握 を行った。

まず く図1>の ように、 コミュニケー ション能力及び指導力は、教員 に求め られ る基本的

な資質であ り、そ の資質の向上のため に、教 員は常 に自らが 自己を振 り返 る 『自己評価』 を

行わ う必要 がある。

次 にく図2>の よ うに、保護者 ・地域か らの情報収集やイ ンター ンシップの実施 は、キ ャ

リア教育における重要な要素であ り、常 に生徒、教員そ して学校教育 に対す る 『学校評価 』

を行 う必要がある。特 にイ ンター ンシ ップでは、生徒一 人一人が働 くことの教育 的価値 を見

い出すために、学校 として責任ある実施計画 を立てる ことが大切である。

さらに〈図3>の よ うに、生徒が 自 ら将来の 目標 ・学習計画 を設定 し、 人間関係 を構築す

ることは、生徒が社会 人 として 自立 して いくための基礎 とな るもので あ り、常 に生徒一人一

人の 目標達成 に向 けた 『授業評価』が必要で ある。

(1)1教 員の資質 ・能 力の向上1

日々生徒 とふれ合 う教員 に求 め られ る

資質 ・能 力は、コミュニケー ション能力

向上の研修等 を通 して、自己改善に努 め

るとともに、専門教科研修 によ り指導 力

を高め る ことが大切で ある。

その際 、 自己評価 によ り、自らを省み

て新たな 目標 を設定 していくことも重要

で ある。

魑

コミュニケーション能 力

図1>

指導力

(2)1保 護者 ・地域社会 の意見 ・情報の集約1

保護者会 、同窓会 、また近隣の警察署

ハ ロー ワー ク等 と定期的に話 し合いをも

ち、最新 の意見 ・情報 を把握す ることが

大 切で ある。 さ らに、近隣の小 ・中 ・高

主幹(主 任)会 議 を設定 し、密 に連絡 を

と り連 携 を深める ことも重要である。

イ ンター ンシップの導入 によ り、地域

社会 との交流 を深 め、生徒 ・教員 ・地域

社会 の人間 関係 を構 築 して いくことが求

め られ る。

璽

保護 者 ・地 域社 会か らの情 報

<図2>

インターンシッフO

・13一



(3)1生 徒の意見 ・情報の集約1

キ ャリア教育 を導入す る授業展開の 中で

生徒が学 びなが ら自己改革を遂 げて いくプ

ロセスが大切で ある。そのため に、キ ャ リ

ア教育 に対する生徒た ちか らの評価 を受 け

て 、キ ャリア教育 の改善 を図る必要が ある。

團
図3>

将来の目標と学習計画の設定 人間関係の構築

キャ リア教育の適切な実施 、ア ンケー トの分析 、話 し合い、課題 の把 握 をキ ャ リア教育

推進委員会(仮 称)で 捉え、学校組織で対応す るこ とが大 切である。そ して、実施 ・分析 ・

課題がr学 校評価 』や 教員の 『自己評価』 と常 に連動 し進め られる ことも重要で ある。以

下では、 これ までの学校経営 とこれか らの学校経営 を生徒、保護者 ・地域社会 、教員 の3

つの要素のかかわ りか ら考察 した。

◇これまでの学校経営の体系

これ までの学校経営の体 系は、<図4>の よ うに、評価が集約 されず(黒 丸が互 いに重なっ

ていな い)、 三者の共有す る部分(3つ の三角形が重なる部 分)が な い。また、<図5>の よ う

に、評価は集約 されて いるが、三者 の共有部分がな く、反省や課題、今後の取組 みを話 し合 う

機会がな い。

<図4> 〈図5>

・三者 の共有がな い

・それぞれの評価 が活 かされな い

・評価は集約 されるが、活か され ない

・三者の共有がな く、話 し合 いもな い

・14・



◇これからの学校経営の理想体系(3つ の要素と3つ の矢印)

<図5>の ように、評価が集約 され て も、そ の反省や課題 が活か され なけれ ば学校経営 を変

革 して い くことはで きない。<図6>の よ うに、そ の検証が、問に立つ要 素(教 員 、保護者 ・

地域社会 、生徒)を 介 して、双方向の矢印の中で しっか りと活か され てい くことが学校経営 を

組織 的に行 うための理想形 といえる。

<図6>

コミュニケーション能 力

指導力

将来の目標と子

インターンシッフ.

地域社会からの情報

♪ 一

教員

① 保護者 ・地域社会のr学 校評価』は、

生徒と教員のかかわりの中で検証される

'

'

'

'

'

'

'

'

∠

② 教員の 『自己評価』は、保護者 ・地域社会

と生徒のかかわ りの中で検証される

乙 、

③生徒のr授 業評価』は、教員と地域社会のかかわ りの中で検証 され る
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Vlキ ャ リア教育の想定事例

キ ャ リア教育の組織 的な実 施に向けた理想像は前述の通 りであ る。そ こで授業 にお いて指

導す るための想定事例 を、以下(教 科 ・特別活動 ・総合的な学習の時問 の3項 目)に 示す。

1教 科 における教育 内容 ・方法

文部科学省 「児童 生徒 の勤労観 ・職業観 を育む教育 の推進 について」(平 成14年 調査研究

報告書)の 『勤労観 ・職 業観 を育む学習プログラムの枠組 み(例)～ 職 業的(進 路)発 達 に

かかわ る諸能力の育成 の視 点か ら』 によって 、 「勤労観 ・職業観」の形成 に関連す る4つ の

能力 について下記 に示 した。

(1)人 間関係形成能力

他者の個性 を尊重 し、自己の個性 を発揮 しなが ら、様 々な人 々とコミュニケー シ ョンを

図 り、協力 ・共 同 して もの ごとに取組む。

(2)情 報活用能力

学ぶ こと ・働 くことの意義や役割及びその多様性 を理解 し、幅広 く情報 を活用 して 、 自

己の進路や生き方 の選択 に生かす。

(3)将 来設計能力

自己を生かせる生き方や進路 を考え、総合的 ・現実 的な理解 に基づ いて将来 を設計 し、

進路計画を立てる。

(4)意 志決定能力

自らの意志 と責任 でよ りよい選択 ・決定 を行 うとともに、その過程での課題や葛藤 に積

極的 に取組 み、克服す る。

*キ ャ リア教育で培 う4つ の能力は、次ペー ジに示すよ うに日々の授業の中で育成す ること

がで きる。そ こで通常の授業には組み入れ にくい授業で、4つ の能力 を育成 させ るものを3

年間 を通 して計画立案 した ものが、下 の表である。

〔国語の授業における3年 間を通 した学習指導計画案〕

1年 2年 3年

人間関係 評価付 き○分 間スピ ーチ 誰 で もτeacher ロールプレイング を使 った模 擬授 業

形成能力 天ピ ーチをして い る間 、聴衆 は蕗価S 話 し手の 話を聞きなが らPoim 面接霧役を生徒が務め、立場を変

heclに 記 人 し 、 本 人 に 渡 す 、 Sheelを 埋 め、意見 交換す る。 えて 物事 を見てみ る。

情報活用 ビデオ学習 インターンシップ ・グ ト プ 交 換 会 刀 トデ ィへ'一 ト

能力 ビデオを見な が ら質 悶Shee重を埋 め fンタ・ンシップ の体験 内容をグか プ内で 一 つのテーマを賛 成 ・反 対 の立場か ら

た後 、 一斉学習 を行 う. 発表 し、体験 を共有化 する、 意 見交換 し、優劣 を競 う。

将来設計 親 にインタビ ェー 雅eBook学 習 サイコロ学 習

能力 聞きた いSheelに 沿 って親 に仁タピ 一冊の本 を使って、職 業や生 き方 サ仁0の 出た 目のテーマによ り、その 視

rし 身近 な大人 の生 き方 を知 る. について考 える、 点 を踏 まえた文 章 を書く。

意志決定 ルー小説 作 り 00高 校カルタ 捕11カ ル タ

能力 一人が轡いた文章を他の人が継い 白校 の高校 生活 を題材 に して 、カ 自分 の未来 を想定 して 、カル タを

でい き、一つの 小説 にす る. ル タを作成す る. 作成す る。
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○ 教科(国 語)の 授業 における想定事例

授業の中で、キ ャリア教育で培 う4つ の能 力[情 報活用能 力]、[将 来 設計能 力]、[意

志決定能力]及 び[人 間関係 形成能 力]の 育成 を視点に授 業を進 める。

教科の授 業を通 してキ ャ リア教育 を行 う場合 、現在の授 業をキャ リア教育の視点 で見直す

とともに、生徒への意識付けを行 うことが必要である。

以下 にキ ャリア教育で培 う4つ の能 力を視点 とした 、国語科 の学習指 導案(例)を 示す。

〔本時の学習指導案〕 〔単元 名〕読む こと～参考 図書 「職 人」か ら学ぶ

〔ね らい〕参考 図書 「職人」の読解 を通 して 「生き方」 につ いて考 える

50分 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点及び育成する能力

参 考図書 「職人 」永六輔著(岩 波新書)の 読解 この時問 の学習 の 目的 と展 開 を説 明す る。

を通 して,職 業 とは 「生 き方」で ある ことを理 (「 職 人 」 及 び 「職 人Sheet」 に よ り、 「職 業 」 と 「生

解 す る。 き方 」の関係 を学ぶ 。)

10分 「職人 」のr語 数 名の生徒が 朗読す る。

る 』 を 読 む 。 どの人の言葉が印象に残ったのか

5分 印象に残った 生徒 が発表す る。 [情報活用能力][意 志決定能力][人 間関係形成能力]

「職人 』の言葉 「職 人 」 を使 い 、 「職 人Sheet」

を発表 する。 に記入 してい く。

14分 「職人 」を使 い [情報活用能力][将 来設計能力][意 志決定能力]

なが ら、 「職 人 【人間関係形成能力]教 員は机間指導しながら、生徒の状

SheeUに 記 入 。 況 を把握 する。 生徒 との会 話を通 して 、生徒 が解 答 の きっ

か けを掴 めるよ う指導 す る。そ の中で 、参考 図書 「職人 」

の言 葉を生徒が どう受 け取 ったか につ いて 、本時 のね らい

と関連 付けて指導 す る。

18分 「職業SheeUの 生 徒 が 、順 次 「職 人Sheet」 の 答 [情報活用能力1[紹 来設計能力][意 志決定能力]

答え を比べ る。 えを発表 して いく。 [人間関係形成能力]

「職 人」の言葉 の受 け取 り方は様 々な ので 、解 答 を固定化

す ることな く、生徒が 相互 に言葉 の受 け取 り方の違 い を理

解 し合うよ うにす る。

3分 授業の最初と最 「職 人」 の言 葉に対 す る最 初の 印 [情報活用能力][将 来設計能力][意 志決定能力]

後 で 「職 人」の 象 と、授業 を終え た今の 印象を 、 [人間関係形成能力]

言葉に対する印 各 自比較 し 「職人S配eI」 に記入 本時 の 日的で ある 、職 業 と 「生 き方」 の関係 が理解 で き

象が自分の中で す る。 たか どうか確認す る。

変化したのかど

うか確認す る。
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2特 別活 動における教育 内容 ・方法

特別活動を通 してキ ャ リア教育 を進めるため には、各教科で学んだ学習の成果 を体 験活動 、

ホームルーム活動 、生徒会活動 、学校行動等の様 々な教育活動の場面で深化 、統合 、発 展 さ

せた り、逆 にその成果 を教科 の学習 に反映させた りして いくな どの方法が考 え られ る。

現在、教育課程編成 にかかわ る学校の裁量権が拡大 され 、特色ある学校づ くりが一層推進

されている。そ こで、よ り柔軟 に学校裁量 とされた部分 を活用 し、学校種別や地域社 会な ど

の実態に応 じ、それぞれ に適 した特別活動を通 してキ ャ リア教育 を計画 ・実施 して いくこと

が大切である。

これまで行われてきた特 別活動にお いて も、すで にキ ャ リア教育の要素は含 まれて いる と

もいえるが 、特 にキ ャ リア教育 として の効果 を一層 高め るため には、意識的かつ重点的な指

導 を行 う必要が ある。

キャリア教育を促し育成するために必要な能力・態度と関連する特別活動の例

領域 能力 特別活動の例

自他の理解能力 ホームルー ム活動 、生徒会 活動、ガイダンス、話 し合 い、
人
問 討論 、ディベ ート、パネルディスカッション

関 形
係 成 コミュニケー ション能 力 スポーツ・文化での地域 ・他校 との交流 、国際交流 、国際理解 、

能
力

幼稚園 ・小学校 ・中学校 ・盲学校 ・ろう学校 ・養 護学校 との交流 、

ボランティア活動、幼児 ・高齢者 ・障害のある人々との交流

情
情報収集 ・探索能力 ガイダンス、学部 ・学科研 究、オープンキャンバス、

報 高大連携、講演会
活
用 能 職業理解能力 職業研 究、職場訪 問、インターンシップ、就 業体験 、

カ ボランティア活動

将
役割把握・認識能力 ホームルーム活 動、生徒会 活動 、学芸的行事、体育的行 事 、

来 旅行・集団宿泊的行事
設
計 能 計1画実行能力 ライフプランの作成 ・立案 ・発 表 、学習計 画の設定

力 進路計画の作成・立案・発表

意
選択能力 ガイダンス、教科 ・科 目の選択 、上級学校 訪問、体験 入学 、

思 進路講 演会、インターンシップ

決
定 能 課題解決能力 ホームルーム活 動・生徒 会での 自発的 ・自治的な活動 、生徒集 会 、

力 交通安全・薬物乱用防止教室

*特 別活動は、在学期間 を通 じて入学か ら卒業まで を見通 した全体 の指導計画 、各 内容 ごとの

指導計画を立てて行 くことが必 要である。
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キャリア教育を促し育成する特別活動の年間計画の例

学期 月 特別活動の項目 特別活動としての位置付け 関連する校務分挙

1

4

入学式、ガイダンス

対面式、一斉委員会

定期健康診断

儀式的行事、ホームルーム活動

生徒会活動

健康安全的行事

学年

生活指導部

生活指導部

5

遠足、適性検査

演劇教室

生徒会役員選挙、生徒総会

旅行的行事、ホームルーム活動

学芸的行事

生徒会活動

学年

生活指導部

生活指導部

6

球技大会、

進路講話、卒業生懇談会

行事に向けての話し合い、討論

体育的行事

ホームルーム活動

ホームルーム活動

生活指導部

進路指導部

学年

7

薬物乱用防止教室、交通安全教室

夏休みの過し方、学習計画立案

ボランティア活動

健康安全的行事

ホームルーム活動

奉仕的行事

生活指導部

学年

生活指導部
夏
季
休
業

8

移動教室、部活動の合宿

インターンシップ、職場訪問

上級学校訪問、オープンキャンパス

宿泊的行事

体験的な活動

体験的な活動

学年、生活指導部

進路指導部

進路指導部

2

9

避難訓練

文化祭、体育祭

健康安全的行事

学芸的行事、体育的行事

生活指導部

生活指導部

10

高大連携の出張授業

修学旅行

地域活動への参加

体験的な活動

宿泊的行事

社会参加活動、奉仕的行事

進路指導部

学年

生活指導部

11

国際理解講演会

近隣の他学校との交流

選択授業説明会

国際理解

社会参加活動、奉仕的行事

ホームルーム活動

教務部

生活指導部

学年

12

リーダー研修会

冬休みの過し方、学習計画立案

ボランティア活動

生徒会活動

ホームルーム活動

奉仕的行事

生活指導部

学年

生活指導部冬
季 休

業 1 合唱コンクール 学芸的行事 生活指導部

3 2

マラソン大会

国際理解シンポジウム

体育的行事

国際理解

生活指導部

教務部

3 卒業式 儀式的行事 学年
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3総 合的な学習の時間における教育内容 ・方法

「生徒 自らが生き方 を考 え、自己実現を 目指す」ため、計画的かつ十分な学習時 間を確 保

す るた めには、 「総合的な学習の時間」 を活用する ことも有効 である。そ して 「総 合的な学

習の時開」 にお いて個 に応 じたキ ャ リア教育 を行 うには、全教員がかかわ る指導体 制で進め

る ことが必 要で ある。 しか し、教員 には 「毎時間 、何 をどの ように進めるか を理解 して いな

い と、総合 的な学習 の時 間の授 業を進 める ことは難 しい。」 とい う不安が ある。そ こでキ ャ

リア教 育推進委員会のはた らきによ り、毎時間の指導内容 を教員が事前 に把握す ることを通

して、 「総合 的な学習の時間 」を 「生徒 自らが生 き方 を考 え、 自己実現 を 目指す」一つ の場

としてよ り有効 に活かす ことができる と考える。

以下 は、都立高校全 日制 中堅校 における実践例を参考 に し、ま とめた ものである。

(1)学 習内容

ア 総合的な学習 の時間 を 「自己の在 り方、生き方を探求す る時 間」 として位置付 け、 自

ら課題 を見付け、自 ら学び、 自ら考 える時間 とする。

イ 「自己実現」のための資質 ・能 力の育成を 目指 し、学校独 自のプ ログラム を展 開す る。

ウ プ ログラムは次 の3つ を柱 として、学び方や考え方を身 に付け、問題の解 決や研究 活

動に主体的 に創造的 に取 り組む態度 ・能 力を育てる。

○ 職業観、勤労観 を育成す る。

○ 体験活動 を重視す る。

○ 進路選択の道順 をつ ける。

(2)週 時程への位 置付け方及び授業時間数 、単位数

アLHRと 同一の曜 日とし、必要 に応 じてLHRと 連続 させ る。

イ 授業時 間数は、年間35時 間

ウ 単位数 は、各学年1単 位

(3)年 間学習計画

1学 年 年間学習計画

学 期 月 配当 学 習 項 目 学 習 内 容

1

4 1

1

オ リエ ンテー ション

ガイダ ンス

「なぜ今進路 を考えるか」

「自分 を知 るために」

5 1

1

適性検査

講演会 「職業の意味する もの」

6

1

2

1

自宅課題

調べ学習

講演会事前学習

「職 業 イ ンタ ビュー 」

「私 につ いて 」

7

2

1

講演会

自己報告書作成
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1 自宅課題 資料館見学

2

9

1

1

2

ガイダンス

グループ別活動

進路講演会

職業 グループ希望 調査

グルー プ内班別 役割 分担 ・調べ学習計画書作成

「職業」 と 「求め られ る人材」 につ いて

10

2

2

進路講演会

職業ガイダンス

「高校時代 に何を学んでお くべきか」

「プロに聞 く」

11 4 調べ学習 「職業 グルー プ」の職種 につ いて調査活動

12 1 自己報告書作成

3

1 1

1

発表原稿作成

発表会

「職業イ ンタ ビュー」発表会 の発表原稿作成

クラス別 「職業イ ンタ ビュー」発表会

2 4 班別準備作業 「総合発表会」発表準備作業

3 3

1

総合発表会

自己報告書作成

配当時間 35

2学 年 年間学習計画

学 期 月 配当 学 習 項 目 学 習 内 容

時間

4 1 オ リエ ンテ ー シ ョン 2年 次の目標と学習内容の説明

1 ガイダ ンス イ ンター ンシップ実 習説明会、希望 調査

1 5

～

6

5 調べ学習 イ ンター ンシップ事前学習

1 イ ンター ンシップ直前指導

7 3 体験学習 イ ンター ンシップ実 施

1 自宅課題 イ ンター ンシップ レポー ト作成

9 1 ガイダ ンス

2 修学旅行事前学習 地理 ・歴史① ～②

10 2
,亨

班別テーマ学習①～②

2
,,

体験学習準備①～②

2 1 修学旅行後指導 修学旅行 レポー ト作成

11 1 進路別説明会

1 選択科 日説明会

12 2 課題研究 自己啓発のための課題研究 「小論文 」

1 自己報告書作成

1 インター ンシップと修学旅行 を柱 とした

～ 5 班別準備作業 「総合発表会」の準備 ・調査活動

3 2
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3 3

1

総合発表会

自己報告書作成

イ ンター ンシップ レポー トを中心 とした発表

配当時間 35

3学 年 年間学習計画

学 期 月 配当 学 習 項 目 学 習 内 容

時間

4 1 オ リエ ンテー シ ョ ン 3年 次の目標と学習内容の説明

1 ガイダ ンス 小論文 の書 き方 、内容

5 2 小論文 「10年 後 の私 と職業」

～ 3 面接 AO入 試 に向 けた 自己紹介 的な プ レゼ ンテ ー シ ョ

1 6 ン

2 課題研究 課題を見付け、調査 ・研究 を深 める

1 ガイ ダンス 大学入試セ ンター ・会社見学説 明

7 4 上級学校 ・会社訪問 大学 ・短大等 を訪問。会社 訪問。

1 自己報告書作成

9 1 ガイダンス 面接

2 面接 自己表現する方法を学ぶ

2 10 2 面接

11 4 小論文 「20年 後の私 と職業」

12 2 課題研究 課題 を見付 け、調査 ・研究 を深める。

1 自己報告書作成

3 1 7 課題研究 課題 を見付 け、調査 ・研究 を深める。

1 自己報告書作成

配当時間 35

*3学 年は、具体的進路の実現に向けての学習活動 と生涯 にわた ってよ りよ く生 きるための学

習活動 を並行 して行 う。

(4)総 合的な学習の時間の指導内容

毎 回の授業 の事前 に、担 当す る教員 と生徒に配布す る物で 、その他の詳細 な資料 と合わ

せ 、共通理解 を図 り、総合的な学習の時間の授業 を進め る。

ア 全教員 に配布する資料

(例)6月 の 内容

1学 年 2学 年

内容 「職業イ ンタ ビュー 」発表会準備 イ ンター ンシ ップ説明会④

場所 各HR教 室 事業所別集合

準備 生徒1筆 記用具 、フ ァイル

先生:配 布 プ リン ト

生徒:筆 記用具 、フ ァイル

先生:配 布 プ リン ト
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・発表用原 稿用紙(2枚) ・本 日の プログラム内容

進行 ・発表のための原稿作成 ・HRに て出欠確認

・掲示物の作成 ・事業所別集合

(掲示物の用紙 は、職員室) ・「生徒覚 え書き」完成 、生徒保管

・「事前調べ学習用紙 」生徒保管

・「マ ナ ー 」 につ いて ま とめ

終了後 ・プ リン ト回 収 ・不十分な場合 は再提 出

・担任 、副担任 による検印

・委 員会→選抜

イ 各学年の生徒 に配付する資料

(例)2年 生の場合

今 日のプログラム

14:20HRに て出欠確認

14:30事 業所別集合。場所は、前回の集合場所 と同 じ。

1イ ンター ンシップにかかわ る各種書類の提出(続 き)

①誓約書 ② 「実習生連絡票」書き直 しの者は再記入 、再提 出。

③ 「実習生徒覚え書 き」不備の部分を完成させ、各 自フ ァイル に保管 。

保護者 に見せ 、把握 して もらう。

実習先 までの経路 と所要時 間の部分 を点検 。

④ 「実習記録用紙」○ 月○ 日に、配布 します。実習終 了後記入、提 出。

2マ ナーについての振 り返 り

これ まで学習 してきた、 「マナー」について、大切な点 をまとめ ること。

「身だ しなみ」「あいさつ 」 「電話のかけ方」

・プ リン ト 「マナー講座 」を見なが ら、注意すべき事をま とめ ること。

(5)課 題 を解決す るた めの学校経営上の留意事項

ア 総合的な学習の時間 の指導 に取組 もうとする教員の意 識を高めるために も、教育課程

に位置付けた授業 として設定する ことが必要である。

イ 毎週、総合的な学習の時間の授業展開 を担 当教員 に確実 に連絡す る ことが重要 である。

ウ インター ンシップにお いて、学校近辺で、一学年の全 生徒 を受け入れ て くれ る各種事

業所 を探 す作業は極めて困難である。ハ ロー ワー クが 中心ではあ るが、PTA、 同窓会、

町内会等 とも連携 を図 り、全教職員が協力 して莫大な時 間 と労力をかける必 要があ る。

また、継続す るため には、生徒への事前指導(特 に時 間厳 守 とマナー)が 大 切である。

工 卒業学年では、生徒 ・担任 ともに 目前 に迫った進路選択 の問題 に追わ れて しまいがち

なので 、生徒それぞれの具体的進路 の実現 と、キャ リア教 育を並行 して 進めてい く工夫

が必要である。
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Vll研 究のまとめ

本研究の成果 として は、キ ャリア教育を学校現場 に導入す る際の、キ ャリア教育計画 を想定

事例 として開発 し、学校全体の教育計画の中に明確 に位置付 けた ことで ある。具体的 には、キ

ャリア教育推 進委員会(仮 称)を 、学校 におけるキ ャ リア教育推進のための核 と して、その役割 ・

機能 を学校組織 の中に位 置付けるとともに、キャ リア教育 にお いて育成す る4つ の能 力を どの

ように各教科 ・科 目 ・特別 活動 ・総合 的な学習の時間の中で培 うか という問題 につ いて 、授業

例や活動例等 を提示 した。そ して 、学校 にお いてキ ャリア教育 を通 して育成すべ き能 力を、 ど

のような領域で 、どのよ うな題秘で取 り上げるか提案 し、様 々な機会や場 において どのよ うな

学習活動を行 う必要が あるか、という具体的な想定事例 を示 した。

本研究 を通 して、キ ャ リア教育 を導 入す るに当た っては、学校 全体 での組織 的な取組が必要

で あ り、そのた めには学校教育にお いて、キ ャ リア教育を計画的、段 階的 に発達 段階 を追 って

位置付け、組織 的 ・系統的な指導計画を立て る必要がある ことが分かった。 また、キ ャ リア教

育 は全教員によ り、そ の学校の全教育活動を通 して行われる必 要があ り、そ のため には教員 の

キャ リア教育の必要性 に対す る認識や、キ ャリア教育 に対する共通理解 を図 り、十分な 協力体

制を確立する ことが大切で あることも分かった。そ して 、このよ うな組織 的なキ ャ リア教育 を

実施す るためには、新 たに各学校 にお いてキャ リア教育推進委員会(仮 称)を 設置 し、教員 に

対す る校内研修会 を充実 させ るな どの取組みを実施す ることが重要であるが分か った。

Vlll今 後 の 課題

都立高校 の現状や課題 に照 らす と、キ ャリア教育 を新た に全校 に導入す るの は必ず しも容 易

ではない。 しか し現在学校で行われている教育活動 は、キ ャ リア教育の視点か ら見直す ことに

よ りキャ リア教育 として位置付 けられ るもの も少な くな い。そ こで まず、学校 の教育活動全体

を組織的 に見直 し、キャ リア教育に対す る教員の意識改革 を図 ることか ら取組 を始 める必要 が

ある。そ して実 際に本研究での想定事例 を参考 として 、各学校 にお いて組織 的 にキ ャ リア教育

を導入す るため、学校経営への一層の参画 を図る ことが必要で ある。

さ らに、 これ か らの学校経営では、学校 と保護者や地域社会 との連携 を十分 に図る必要 もあ

り、学校運営連 絡協議会 、小 ・中学校 との連携 、生徒 ・保護者 による授業評価や学校評価な ど

によ り授業改善や学校改革 を進めるとともに情報収集や情報発信 にも努め、学校 の教育活動全

体 に対する生徒や保護者 ・地域社会 の信頼 を高めることも重要で ある。

一方、キャ リア教育の組織 的な評価 に関す る研究 を進め る必要 もある。キ ャ リア教育 の学習

や活動 ごとに設定 した 目標 に基づき、その達成度 を測 るとともに、キ ャ リア教育 の個 々の教育

活動が、いか に生徒の変容 につなが ったか という評価 を行 うことによ り、キ ャリア教育の成果

を一層確実な ものに してい くことが今後の課題で ある。

一24一



平成16年 度 教育研究員名簿(教 育経営)

No, 地区 学 校 名 氏 名

1 1 都 立 三 田 高 等 学 校 田 中 充 広

2 1 都 立 赤 坂 高 等 学 校 山 本 進

3 2 都 立 桜 町 高 等 学 校 清 水 郁 子

4 5 都立荒川工業高等学校 吉 田 守

5 5 都立足立工業高等学校 ○ 鈴 木 誠

6 6 都 立 本 所 高 等 学 校 倉 本 武 雄

7 6 都 立 小 岩 高 等 学 校 平 塚 浩 司

8 7 都立八王子工業高等学校 ◎ 赤羽 美佐恵

◎世話人 ○副世話人

担当 東京都教職員研修センター統括指導主事 市川 治郎

指導主事 小塩 明伸

平成16年 度教育研究員研究報告書

[鱗繋 糊
平成17年1月24日

編 集 ・発 行

印刷会社名

東京都教職員研修センター

所在地 東京都 目黒区目黒1-1-14

電話番号03-5434-1974

鮮明堂印刷株式会社


	表紙
	目次
	はじめに
	Ⅰ主題設定の理由
	Ⅱ研究のねらい
	Ⅲ都立高校における現状と課題
	Ⅳ課題解決のための方策1
	Ⅴ課題解決のための方策2
	Ⅳキャリア教育の想定事例
	1年　年間学習計画
	2年　年間学習計画
	3年　年間学習計画

	Ⅶ研究のまとめ
	Ⅷ今後の課題



